いた 少数の 者 も ほとんど 諦め かけて いたよう な 馬が、 

最後の 直線 コー ス にか かると 急に 馬 ごみの 中から 抜け 

の むち ふ 

出して ぐいぐい 伸びて 行く。 鞭 は 持たず、 伏せ をした 

ように 頭 を 低めて、 馬の 背中に ぴたりと 体 をつ けた ま 

ま、 手綱 をし やくって いる 騎手の 服の 不気味な 黒と 馬 

の 胴に つけた 数字の 1 が ぱっと 観衆の 眼に はいり、 1 

こ とたん 

か 7 か 9 か 6 かと 眼 を 凝らした 途端、 はや ゴ— ル 直前 

で 白い 息 を 吐いて いる 先頭の 馬に 並び、 はげしく 競リ 

合った あげく、 わずかに 鼻 だけ 抜いて 単勝 二百 円の 大 

しょうがい レ— ス 

穴 だ。 そして 次の 障碍 競走で は、 人気 馬が 三 頭 も 同 

じ 障碍で 重なるよ うに 落馬し、 騎手が その 場で 絶命す 



まど 

にす ると、 途端に 惑わされて 印 もっけて 来なかった よ 

へんてこ 

うな 変梃な 馬 を 買って しまう。 朝、 駅で 売って いる 数 

種類の 予想 表 を 照ら し 合わせ どの 予想 表に も 太字で 挙 

ほんめい 

げ ている 本命 (力量、 人気 共に 第一 位の 馬) だけ を、 

三 着まで 配当の ある 確実な 複式で 買う という 小心な 

けんじつ ちくしょう 

堅実 主義の 男が、 走る の は 畜生 だし、 乗る の は 他人 だ 

し、 本命と いっても 自分の ままになる もの か、 もう 競 

し しばふ 

馬 はやめた と 予想 表 は 尻に 敷いて 芝生に ちょん ぼリと 

すわ レ， I ス はら レ， I ス 

坐り、 残りの 競走 は 見送る 肚を 決めた のに、 競走 場へ 

現れた 馬の 中に 脱糞 をした 馬が いるの を 見つける と、 

やわらか こうふんざい 

あの 糞の 柔 さは ただごと でない、 昂奮 剤の せいだ、 



場の 間 をう ろうろ 行ったり来たりして 半 泣きに なった 

あげく、 血走った 眼 を 閉じて 鉛筆の 先で 出馬 表 を 突く 

と、 七番に 当った ので ラ ツキ ー セブン だと 喜び、 売場 

へ龃 けつけ ていく 途中、 知人に 会い、 何番に する のか 

と 訊けば、 五番 だとい う。 そうか、 やはり 五番が いい 

かねと、 五番の 馬が スタ ー トで ひどく 出遅れる 癖が あ 

るの を 忘れて、 それ を 買って しまう の だ。 < 々は 

もはや 耳 かきです くう ほどの 理性 すら 無くして しまい、 

場内 を 黒く 走る 風に ふと 寒々 と 吹かれて 右往左往 する 

きょうき 

表情 は、 何 か 狂気 じみて いた。 

ちょうぜん 

寺 田 はしかし そんな あたりの 空気に ひとり 超然 と 



して、 惑い も 迷い もせず、 朝の 最初の 競走から 1 の番 

号の 馬ば かり 買いつ づけて いた。 挽 馬場の 馬の 気配 も 

見ず、 予想 表 も 持たず、 ニュ ー スも 聴かず、 一 つの 

競走が 済ん で 次の 競走の 馬券 発売の 窓口が コ トリと 木 

の 音を立てて あくと、 何の ためらい もな く 誰よりも 先 

きに、 一番！ と 手 を さし 込む のだった。 

何番が 売れて いるの かと、 人気 を 調べる ために 窓口 

よゆう しゃくし やく 

へ 寄って いた 人々 は、 余裕 綽 々 とした 寺 田の 買い方 

に ふと 小 憎らしく なった 顔 を 見上げる のだった が、 そ 

んな時 寺 田の 眼 は 苛々 と 燃えて 急に 挑み 掛 るよう だ つ 

た。 何 かしら 思い詰め ている のか 放心して 仮面の よう 



あお しゅんかん 

な 虚し さに 蒼 ざめ ていた 顔が、 瞬間 カツと 血の 色 を 

泛 ベて、 ただごと でない 激し さであった。 

レ ちず 

迷い もせず 一 途に 1 の 数字 を 追うて 行く 買い方 は、 

行き 当り ばったりに 思案 を 変えて 行く 人々 の 狂気 を 遠 

く はなれて いたわけ だが、 しかし 取り乱さぬ その 冷静 

ふつう けっぺきしょう 

さが かえって 普通でなく、 度の 過ぎた 潔癖 症の 果て 

かたくな 

が 狂気に 通ず るよう に、 頑 な その 一 途さ はふと 常規 

を 外れて いたか も 知れない。 寺 田が 1 の 数字 を 追い 続 

かずよ 

けたの も、 実は なくなった 細君が 一代と いう 名で あつ 

たから だ。 



寺 田 は 細君の 生きて いる 間 競馬場へ 足 を 向けた こと 

は 一度 もなかった。 寺 田 は 京都 生れで、 中学校 も 京都 

A 中、 高等学校 も 三 高、 京都 帝大の 史学 科 を 出る と 母 

校の A 中の 歴史の 教師に なった という 男に あり 勝ちな、 

リ ちぎ もの おそ 

小心な 律義者で、 病毒に 感染す る こと を惧れ たのと 遊 

お ぎおん 

興 費が 惜しくて、 宫川 町へ も 祇園へ も 行った ことが な 

いという くらいだ から、 まして 教師の 分際で 競馬 遊び 

なぞ 出来る ような 男ではなかった、 といって しまえば 

簡単 だが、 ただ それだけではなかった。 

寺 田の 細君 は 本名の 一 代と いう 名で 交 潤 社 の 女給 

をして いた。 交 潤 社 は四条 通と 木屋町 通の 角に ある 地 



さつえいじょ ぜいたく 

下 室 の 酒場で、 撮影所 の 連中 や 贅沢な 学生 達が 行く、 

京都で はまず 高級な 酒場だった し、 しかも 一 代 は そこ 

ふうさ い 

の ナンパ ー ワンだった から、 寺 田の ような 風采の 上ら 

ぬ 律義者の 中学 教師が 一 代 を 細君に したと 聴いて、 

おどろ 

驚かぬ 者はなかった。 もっとも 一代の 方で は 寺 田の 

やぼ きまじめ 

野暮な 生真面目 さ を 見込んだ のか も 知れない。 もと も 

と 酒場 遊び なぞす る 男ではなかった の だが、 ある 夜 

どう：：.' よう さそ 

同僚に 無理矢理 誘われて 行き、 割前 勘定になる かも 

知れない と ひやひやしながら、 おずおずと 黒ビ ー ルを 

飲んで いる 寺 田の 横に 坐った 時、 一代 は 気が 詰りそう 

になった。 ところが、 翌る 日から 寺 田 は 毎夜 一代 を 目 



ふきん 

は 実家 を 飛び出す と、 銀閣寺 附近の 西 田 町に 家 を借リ 

しょたい ずいぶん 

て 一 代と 世帯 を 持った。 寺 田に して は 随分 思い切った 

大胆 さで、 それだけ 一代に のぼせて いたわけ だった が、 

かんどう 

しかし 勘当に なった 上に そのこと が 勤め先の A 中に 知 

めんしょく 

れて 免職に なると、 やはり 寺 田 は 蒼くな つた。 交 潤 

まう 

社の 客で 一 代に 通って いた 中島 某 は A 中の 父兄会の 役 

員だった の だ。 寺 田 は 素行 不良の 理由で 免職に なった 

こと を まるで 前科者に なって しまった ように 考え、 も 

はや 社会に 勢れ られぬ 人間に なった 気持で、 就職口 を 

ふとん 

探しに 行こうと はせ ず、 頭から 蒲団 を かぶ つ て 毎日 ご 

ろんご ろんして いた。 夜、 一代の 柔ぃ 胸の 円みに 触れ 



たり、 子供の ように 吸ったり する ことが 唯一の たのし 

じょうち 

みで、 律義な 小心者 も ふと 破れ かぶれの 情痴め いた 

まん rto う 

日々 を 送って いたが、 一代 ももと もと 夜の 時間 を 奔放 

に 送って 来た 女であった。 肩 や 胸の 歯形 を 愉しむ よう 

な マゾ ヒズム の 傾向 もあった。 壁一重の 隣家 を 憚つ 

て、 蹴 上の 旅館へ 寺 田 を 連れて行った りした。 そんな 

旅館 を 一 代が 知っていた のかと 寺 田 はふと 嫉妬の 血 を 

燃やした が、 しかし そんな 瞬間の 想い は 一代の 魅力で 

すぐ 消えて しま つ た。 

ある 夜、 一代 は 痛い と 飛び 上った。 驚いて 口 を はな 

し、 手で 柔く 押える と、 それでも 痛い という、 血が に 



事 を 世話して もらった。 ところが、 一代 は 退院 後 二月 

げき つう うった 

ばかりた つと こんど は 下腹の 激痛 を 訴え出した。 寺 

田 は 夜通し 撫ぜて やった が、 痛み は 消えず、 しまいに 

は 油汗 を タラ タラ 流して、 痛い 痛い と 転げ 廻った。 

再発した 癌が 子宮へ 廻って いたの だ。 しかし 医者 は 入 

院 する 必要 はない と言う。 ラジウム を 掛けに 通う だけ 

でい いが、 しかし 通う のが 苦痛で 堪え 切れない のなら、 

無理に 通わなくても いいと いう。 その 言葉の 裏 は、 死 

の 宣告だった。 癌の 再発 は 治らぬ ものと されて いるの 

ちん つう ざ い 

だ。 余り 打たぬ ようにと、 医者 は 寺 田の 手に 鎮痛剤の 

JO -こ 

ロン パン を 渡した。 モルヒネが 少量 はい つてい るら し 



出 人の 名はなかった。 葉書 一杯の 筆太の 字 は 男の 手ら 

たかびしゃ 

しく、 高飛車な 文調 はいずれ は 一代 を 自由にし ていた 

男に 違いない。 去年と 同じ 場所と いう 葉書 はふと いや 

な 聯想 を さそい、 競馬場からの 帰り 昂奮 を 新たに する 

ために 行った の は、 あの 蹴 上の 旅館だろう かと、 寺 田 

は 真 蒼に なった。 一代に 何人 かの 男が あった こと は 

う. 19 うす 

薄々 知ってい たが、 住所 を 教えて いたと ころ を 見れば 

まだ 関係が 続いて いるの かと、 感覚的に たまらな かつ 

た。 寺 田 は その 葉書 を 破って 捨てる と、 血相 を 変えて 

病室へ はいって 行った。 しかし、 一代 は 油汗 を 流して 

のた うち 廻って いた。 激痛の 発作が はじまつ ていたの 



た。 一代の 想いと 共に 来たの だとい うこと より ほかに、 

もう 何も 考えられなかった。 そして その 想いの 激し さ 

よみがえ 

は 久しぶりに 甦 つた 嫉妬の 激し さであろう か、 放心 

したよう な 寺 田の 表情の 中で、 眼 だけ は 挑み かかる よ 

うに ギラ ついていた。 

だから、 今日の 寺 田 は 一代の 一 の 字 を ねらって、 1 

しつよう 

の 番号ば かし 執拗に 追い 続けて いた。 その 馬が どんな 

とんちゃく バ テ 

馬で あろうと 頓着せ ず、 勝負に ならぬ ような 駄馬で 

じぎゃく 

あれば ある ほど、 自虐め いた 快感が あった。 ところが、 

うちわく 

その 日 は 不思議に 1 の 番号の 馬が 大穴に なった。 内枠 

だから 有利 だとしたり 気 にいつ て みても 追つ つかぬ 位 



第 九の 四 歳 馬 特別 競走で は、 1 の ホワイト ステ— ッ 

号が 大きく 出遅れて 勝負 を 投げて しまったが、 次の 

しんちゅう 

新抽 優勝 競走で は 寺 田の 買った ラ ツキ ー カップ 号が 

二着 馬 を 三 馬身 引離して、 五番 人気で 百 六十 円の 大穴 

だった。 寺 田 はむしろ 悲痛な 顔 をしながら、 配当 を受 

取りに 行く と、 窓口で 配当 を 貰って いた ジ ヤン パ ー の 

男が 振り向い てに やりと 笑った。 皮膚の 色が 女の よう 

す こ びぼう 

に 白く、 凄い ほどの 美貌の その 顔に 見覚えが ある。 穴 

を 当てる 名人な のか、 寺 田 は 朝から 三度 も その 窓口で 

顔 を 合せて いたの だ。 大穴の 時 は 配当 を 取りに 来る 人 

もま ばらで、 すぐ 頷 見知りになる。 や あ、 よく 取り ま 



すね、 この 次 は 何です かと、 寺 田 は その 気 もな くお 世 

辞で 訊いた。 すると、 男 はもう 馬券 を 買って いて、 二 

つに 畳んで いたの を 開いて 見せた。 1 だった。 寺 田 は 

どきん として、 なに かニュ ー ス でもと 問い掛け ると、 

いや 僕 は 番号 主義で、 一番 一点張りで すよ。 そう 言つ 

たかと 思う と、 すっと スタンドの 方へ 出て 行った。 

その 競走 は 七番の 本命の 馬が あ つ けなく 楽勝した。 

そして それが 淀の 最終 競走であった。 寺 田 は 何 か 後味 

が 悪く、 やがて 競馬が 小 倉に 移る と、 1 の 番号 をもう 

一度 追いたい 気持に かられて 九州へ 発った。 汽車の 中 

で 小 倉の 宿 は 満員ら しいと 聴いた ので、 別府の 温泉宿 



打って 自分で 癒して しまった。 そして それから は 注射 

しゅみ あさ 

がもう 趣味 同然に なつ て、 注射液 を 買い漁る 金 だけ は 

かばん しろうと 

不思議に 惜しい と 思わず、 寺 田の 飽の 中には 素人に 

はめず らしい 位 さまざまな アンプルが はい つていた の 

だ。 注射が 済んで 浴室へ 行った 時、 寺 田 はお やっと 

思った。 淀で 見た ジ ヤン パ— の 男が 湯槽に 浸って いる 

ではない か。 や あと 寄って 行く と、 向う でも 気づいて、 

よう、 来ました ね、 小 倉へ …… と 起そうと した その 背 

中 を 見た 途端、 寺 田 は 思わず 眼を瞠 つた。 女の 肌の よ 

いれずみ ほどこ 

うに 白い 背中に は、 一とい う 字の 刺青が 施されて い 

るの だ。 一 —— 1 —— 一代。 もしかしたら この 男が あ 



したと い う 言葉 を 聴い て、 はじめて 女中が 変 つていた 

ことに 気がつい たくらい 寺 田 は ぼんやり していた。 男 

前 だと 思って、 本当にし よってい る わ。 寺 田の 眼 は 急 

かがや 

に 輝いた。 あの 男 だ。 あの 男が この 女中 を 口説こう 

としたの だ。 寺 田 は 何 思った か、 どう だ、 もう 一本し 

て やろう か。 メタ ボリ ン …… ？ いや、 ヴ イタ ミン C 

だ。 C つてい いんです か。 B よりいい よと 言いながら、 

し かし 注射器に は ひそかに ロン パン を 吸い上げた。 

女中 は 急に 欠伸 をして、 私 眠くな つて 来た わ、 ああ 

いい 気持、 体が 宙に 浮きそう、 少し ここで 横になら せ 

すそ まくら 

て 下さいね。 蒲団の 裾 を 枕に すると、 もう 前後不覚 



だった。 二 時間ば かり 経って、 うっとりと 眼 を あけた 

さと 

女中 は、 眠って いた 間 何 をされ たかさす がに 悟ったら 

ゆめ 

しかった が、 寺 田 を 責める 風 もな く、 私 夢を見て たの 

かしらと 言いながら 起ち 上る と、 裾 を かき 合せて 出て 

行った。 寺 田 は その後 姿 を 見送る 元気 もな く、 自責の 

想いに しょげ かえって いたが、 しかし ふと あの 男の こ 

と を 想う と、 わずかに 自尊心の 満足 はあった。 

翌日、 小 倉 競馬場の 初日が 開かれた。 朝から スリ続 

けて いた 寺 田 は、 スレ ばスル ほど 昂奮して 行った。 最 

ふるよ び レ ー ス 

後の 古呼特 ハン 競走で、 寺 田 はあり 金 全部 を 1 の ハマ 

ザ クラ 号に 賭けた。 これ を 外して しまえば、 もう 帰り 



しながら、 ジ ヤン パ —の 肩に 抱きついて、 ポロ ポロ 涙 

を 流して いた。 まるで 女の ように 離れなかった。 嫉妬 

も 恨み も 忘れて しがみつ いていた。 (昭和 二十 一年 四 

月) 
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